
人材育成 

 

人口の年齢構成により、近年、企業等で大量退職、大量採用がある。企業では、景気や社会情勢が関わ

るため、必ずとは言えないが、このような傾向はあろう。 

採用する自治体で差はあるが、教員も同じで、ベテラン勢の大量退職と若手層の急増が顕著である。 

教員の場合、学校内の研修や制度化された研修により、指導技術の伝授が日常的に行われている。 

また、大学卒業してすぐに教壇に立つ人材が多くなったので、在学中に実践的な指導が大学や行政機関

で取り組まれている。 

 

先日、業務である企業を訪問した。 

その企業も教育界と同様なことが起こっていた。 

技術の伝授が喫緊の課題で、伝授がうまくいかないと企業活動が成立しない。顧客に良質なサービスを

提供することができなくなるし、他の会社へ顧客が流れてしまう。 

その企業は、先輩に、入社して間もない若手社員を担当させ、若手の指導や疑問に答えてあげていた。

また、このような技術的な伝授とともに、直接、経営者が経営理念を伝授する研修会、社会情勢をや業

界の動きを学ぶ研修など、様々な伝授が行われていた。 

特に興味を持ったのは、この企業の社長は「熱い」方で、若手一人一人にそれぞれ課題を与え、面談や

研修会で発表させる取組を行っていた。 

対応してくださった社員は、「うちの社長は熱いんですよ！」と言ってたが、経営者が若手一人一人の

個性と資質をしっかり見て、親身になって適切な指導を直接行っているようだ。 

 

直接は関係ないが関連したことがあった。 

先日、ある大学の論文集が回覧されてきた。その中に、「なぜインド人のシステム会社が順調に業績を

上げるのか」を調査した論文である。興味があったので読んだ。 

インド人の資質や教育システムが原因だろうと予想して読んでいたが、そうではなかった。 

そのインドの会社は、比較対象のアメリカ企業に比べ、社員の学歴や経験は劣っていた。しかし、優秀

な商品をつくり業績がよい。 

結論は、社内の人材育成であった。 

インドの社員は、実力が十分についてない状態なので、他の企業への転職が難しく、実力をつけるため、

一生懸命に会社で学び働き、企業も社員を大切に育てる。そして、会社に対して愛着を持って定着する。

いかに社員を会社に定着させるかが影響しているようだ。即戦力を求めるアメリカ企業とのちがいであ

ろう。 

 

今回は、企業の人材育成について書いたが、教員の育成に通ずるものがあった。 

年度末に近づき、進級や卒業がある。 

若手教員と共に先輩、学校が１年間を振り返ることで、若手を育成する良い機会にしたいものだ。 

 


